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第
2
回
定
例
会

　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
５
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
の
19

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
市
長
よ
り
、

条
例
案
３
件
、
工
事
契
約
１
件
、

補
正
予
算
３
件
、
報
告
案
件
１
件

の
合
計
８
件
、
議
員
よ
り
意
見
書

案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
第
30
号
、
議
案
第
32

号
、
議
案
第
33
号
、
議
案
第
35
号
、

議
案
第
36
号
、
意
見
書
案
第
３
号

に
つい
て
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

　

ま
た
、
市
長
よ
り
人
事
案
件
２

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

同
意
案
件

　

市
長
か
ら
の
提
案
に
対
し
、
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
公
平
委
員
会
委
員

　
　

豊
前
市
大
字
松
江

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼　

香

■
農
業
委
員
会
委
員

　
　

豊
前
市
大
字
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

廣
美

　
　

豊
前
市
大
字
鳥
越

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木　

伸
夫

　
　

豊
前
市
大
字
大
村

　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

信
彥

　
　

豊
前
市
大
字
八
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

克
己

　
　

豊
前
市
大
字
赤
熊

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

敏
弘

　
　

豊
前
市
大
字
三
楽

　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田　

剛

　
　

豊
前
市
大
字
鬼
木

　
　
　
　
　
　
　
　

畑
中　

安
生

　
　

豊
前
市
大
字
今
市

　
　
　
　
　
　
　
　

我
毛　

真
一

　
　

豊
前
市
大
字
大
西

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

一
彥

　
　

豊
前
市
大
字
下
河
内

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

一
巳

　
　

豊
前
市
大
字
大
河
内

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
光　

正
博

　
　

豊
前
市
大
字
四
郎
丸

　
　
　
　
　
　
　
　

板
井　

照
子

議
案
の
概
要

◎市発注の公共工事については、発注内容などの工夫をすることにより、なるべく地元業者が入
札に参加できるよう努めること。

総務委員会申し入れ事項

◎重大疾患につながる生活習慣病予防のため、食生活改善などの啓発・事業を積極的に実施し、
医療費削減により一層努めること。

文教厚生委員会申し入れ事項

◎今委員会においては、内容を十分に理解していないような答弁が多々見られた。当委員会に出
席する際には、委員からの質問に即答できるくらいのしっかりとした準備をすること。
◎副市長の代わりに部長制を導入したにもかかわらず、横の連携がまったく機能していないよう
に思われる。導入目的を達成するように部長間の連絡調整を密に行い、部の垣根を越えた相互
連携ができるよう努めること。

予算決算委員会申し入れ事項

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・郡司掛八千代
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　 ・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

以上、申し入れました。
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【意見書案第3号】
東九州新幹線の早期整備と実現を求める意見書 （提出議員：岡本清靖・為藤直美）
　東九州新幹線は、全国新幹線鉄道整備法における基本計画路線と位置づけられ、着工予定・開
業予定ともに未定のまま現在に至っている。
　東九州地域を縦断する東九州新幹線は、九州新幹線と接続することで、交流人口の増加、地域
の活性化、産業振興などに大きな効果をもたらすものであり、産業、経済、文化等の発展に重要な
社会経済インフラとして早期整備、早期実現が望まれている。よって、東九州新幹線の早期整備と
実現のため、

　1．「第二期新幹線整備計画」の策定及び当該計画の策定に向けた調査のための財源確保
　2．東九州新幹線の整備計画路線への格上げ及び所要の財源確保
　3．地方公共団体の負担軽減のための財源措置の拡充

以上について、国へ強く要望しました。

《令和5年度一般会計補正予算の概要》

　食品等の物価高騰に直面し影響を特に受けている低所得の子育て世帯に対して生活支援特
別給付金を支給することについて、承認しました。

【議案第34号】　専決処分（令和５年度豊前市一般会計補正予算 第１号)

◇子育て世帯生活支援特別給付金事業 45,954千円

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費、その他特に措置する必要がある経費について、
可決しました。
　《主な事業》

【議案第36号】　令和５年度豊前市一般会計補正予算(第２号)

◇マイナンバーカード活用事業
◇物価高騰低所得世帯支援給付金事業
◇新型コロナウイルスワクチン接種事業
◇し尿処理施設解体事業
◇プレミアム商品券発行事業
◇学校給食費助成金（小学校）
◇学校給食費助成金（中学校）

99,460千円
130,953千円
101,113千円
111,743千円
11,653千円
65,247千円
19,803千円
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企業誘致特別委員会の経過報告

第１8回新型コロナウイルス対策特別委員会の経過報告

　企業誘致特別委員会は、市政活性化に向けて、企業誘致を促進するものです。
　令和4年12月8日に第10回の委員会を開催し、空席となった委員長の互選を行い、岡本議
員が委員長に選任されました。また、新たな委員として郡司掛議員が指名されました。
　なお前回の報告以降に開催された委員会の内容は、以下のとおりです。

　特別委員会は、５月15日に開催され、執行部より、新型コロナウイルスワクチン接種・地方創生臨時
交付金事業について説明がありました。主なものは以下のとおりです。

（春接種）
　５月 ２７日
　６月～７月

（秋接種）
　９月以降

メディカルセンターにて医療従事者へ接種
集団接種（多目的文化交流センター）にて実施
（対象者：６５歳以上、５～６４歳の基礎疾患を有する者、医療・高齢者施設等の従
事者で初回のワクチン接種が終了した方）
（秋接種）
集団接種（多目的文化交流センター）にて実施予定
（対象者：初回接種を終了し前回オミクロンを接種した５歳以上のすべての方）

　執行部より豊前市企業誘致基本構想について説明を受け、委員より様々な意見が出されま
した。
●豊前インター付近は、物流の拠点になると思う。その前に、宇島久路土線を先に整備しなければな
らない。

●高速道路、北九州空港のアクセス道路として、宇島久路土線のウエートが上がってきていると思う。

●九電の土地、市の土地、学校の問題など近々にできるものもあると思うので、有効活用を考えたい。

●この委員会も執行部と一緒に取り組んでいきたいと思うので、※農産法のこともあるが、前向きに、
早めに動いていただきたい。

　※農産法：農村地域への産業の導入の促進等に関する法律のことで、農業と産業の均衡ある
　　　　　　発展と雇用構造の高度化に資することを目的として定められた法律。

第11回（6月15日開催）

●令和５年度　新型コロナワクチン接種スケジュール

５月８日以降は、個人の選択を尊重し、自主的な取組をベースにしたものに変わる。感染者や濃厚
接触者の法律に基づく外出自粛はなくなり、マスクの着用も個人の判断となる。
また、感染者数は、指定した医療機関での定点把握に変わり、週1回の公表になる。
その他変更事項については、市のホームページ、市報にて周知を行っていく。

●感染法上の見直し

新型コロナウイルス対策特別委員会　◎…委員長　○…副委員長　◎為藤直美○村上勝二・内丸伸一・黒江哲文・鎌田晃二・尾澤満治

企業誘致特別委員会　◎…委員長　○…副委員長　◎岡本清靖○福井昌文・梅丸晃・秋成英人・郡司掛八千代・黒江哲文・尾澤満治
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「○」 …… 賛成　　　「●」…… 反対
「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和5年6月定例会　議案審議結果

原案
可決

原案
可決

原案
可決

同意

同意

原案
可決

承認

承認

承認

承認

審議
結果

議  案  等  の  名  称

110

専決処分について（豊前市税条例の一部改正につ
いて）

専決処分について（豊前市国民健康保険税条例の
一部改正について）

豊前市税条例の一部改正について

専決処分について（令和５年度豊前市一般会計補
正予算　第１号）

豊前市公平委員会委員の選任について

東九州新幹線の早期整備と実現を求める意見書
について

議　案
第30号

011

工事請負契約の締結について

専決処分について（令和５年度豊前市国民健康保
険事業特別会計補正予算　第１号）

令和５年度豊前市一般会計補正予算（第２号）

豊前市農業委員会委員の任命について

議　案
第31号

110議　案
第32号

38議　案
第33号

011議　案
第34号

110議　案
第35号

29議　案
第36号

011同意案
第2号

011同意案
第3号

110意見書案
第3号

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

○○○○○ ○○○○●○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○●○

○○○○● ○●○○●○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○●○

○○○○○ ○●○○●○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○●○

議案
番号

議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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梅
丸
議
員
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

お
い
て
は
、市
民
参
加
が
重
要

な
要
素
と
な
る
。市
民
の
声
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

た
Ｚ
ⅰ
ｇ
Ｚ
ａ
ｇ
の
２
階
、コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
デ
ジ

タ
ル
推
進
室
の
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
職
員
を
配
備
し
、市
民

や
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
に
お
け

る
相
談
や
市
民
の
声
、ニ
ー
ズ

を
拾
う
活
用
が
あ
っ
て
よ
い

と
考
え
る
。各
課
に
橋
渡
し
を

し
、Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。他
の
部
署
の
職
員
も
申
請

を
す
れ
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
庁
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す

れ
ば
自
席
と
同
じ
環
境
で
仕

事
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。こ
の
提
案
に
対
し
執
行
部

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
長
　
Ｚ

ⅰ
ｇ
Ｚ
ａ
ｇ
に
行
け
ば
誰
で

も
デ
ジ
タ
ル
に
関
す
る
相
談
が

気
軽
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

実
現
す
る
た
め
、
要
望
に
応
じ

た
駆
け
つ
け
を
含
め
即
応
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。た
だ
、
市
民
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
全
て

の
職
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

梅
丸
議
員
　
次
に
、Ｚ
ⅰ
ｇ
Ｚ

ａ
ｇ
の
利
活
用
と
し
て
、民
間

企
業
や
研
究
機
関
、地
域
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
協

力
関
係
を
築
き
、
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
技
術
提
携
を
通

じ
て
地
域
の
課
題
解
決
や
経

済
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
活
用
に
つ
い
て
執
行
部

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

商
工
観
光
課
長
　
豊
前
市
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す
起
業
家
を

発
掘
・
育
成
す
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
創
業
支
援
を
行

う
と
共
に
Ｚ
ⅰ
ｇ
Ｚ
ａ
ｇ
に

進
出
し
て
い
る
企
業
と
も
連
携

が
取
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
と

思
う
。

梅
丸
議
員
　
ま
ち
は
機
械
が

つ
く
る
も
の
で
は
な
く
人
が

創
る
も
の
で
あ
る
。志
を
持
っ

た
、
意
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が

集
い
繋
が
る
こ
と
で
、新
た
な

賑
わ
い
が
で
き
、ま
ち
が
活
性

化
し
て
い
く
。そ
ん
な
場
所
に

な
れ
る
よ
う
Ｚ
ⅰ
ｇ
Ｚ
ａ
ｇ

の
変
化
と
進
化
を
期
待
す
る
。

自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
は
、
不
便
な
と
こ

ろ
、
自
由
に
何
で
も
で
き
る
よ

う
な
環
境
に
な
い
と
こ
ろ
こ
そ

恩
恵
が
あ
る
と
思
う
。さ
ら
に

情
報
を
集
め
、技
術
的
な
人
材

育
成
を
し
な
が
ら
、
市
の
職
員

が
先
頭
に
立
っ
て
勉
強
を
し
、

市
民
の
方
、
特
に
民
間
企
業
、

事
業
所
の
皆
さ
ん
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

梅
丸
議
員
　
皆
さ
ん
が
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
意
識
改
革
が

で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
。

【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

小
中
学
校
再
編
と

　

  

地
域
づ
く
り

 

② 

指
定
ゴ
ミ
袋
の
価
格
改
定

 

③ 

国
民
健
康
保
険
制
度
と

　

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

健
康
事
業

 

② 

子
育
て
支
援

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

 

① 

自
治
体
Ｄ
Ｘ

 

② 

小
・
中
学
校
再
編
後

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の

や
り
取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実

際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、

「
で
す
・
ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務

課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧
く

だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅丸　晃

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
に
つ
い
て
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為
藤
議
員
　
豊
前
市
に
あ
る

子
育
て
支
援
拠
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

福
祉
課
長
　
豊
前
市
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
た
け
の
こ

を
、ち
づ
か
保
育
園
に
隣
接
し

て
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、令
和

４
年
か
ら
、福
祉
課
に
子
ど
も

相
談
係
を
設
置
し
、子
ど
も
の

健
康
や
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

と
家
族
の
相
談
を
受
け
て
適

切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
と
い

う
、子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
を
設
置
し
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
利
用
数
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長
　
令
和
４
年
度
は
、

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
延
べ
４
６
９
件
、子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
で
の
相
談

件
数
が
延
べ
２
２
１
３
件
の

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
次
に
子
ど
も
の

居
場
所
支
援
事
業
に
つ
い
て

と
思
っ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
市
長
の
考
え
を

お
聞
き
す
る
。

市
長
　
市
役
所
が
先
頭
に
な

り
、地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
た
め
に
は
、市
役
所

だ
け
で
な
く
、関
係
事
業
所
、

機
関
や
地
域
社
会
の
一
人
一
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く

の
か
が
、大
き
な
課
題
で
あ
る
。

少
子
化
と
い
う
国
難
を
ど
う

越
え
て
い
く
の
か
、覚
悟
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
大
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。

為
藤
議
員
　
目
的
を
持
っ
て
、

具
体
策
を
掲
げ
て
、全
員
で

向
っ
て
い
く
こ
と
が
、大
き
く

変
え
て
い
く
原
動
力
に
な
る
。

知
恵
を
出
し
合
い
、助
け
合

い
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、明
る

く
、健
康
で
子
育
て
し
た
い
ま

ち
豊
前
を
目
指
し
て
、今
後
も

共
に
頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
お

願
い
す
る
。

村
上
議
員
　
広
報
ぶ
ぜ
ん
６

月
号
に
、７
月
１
日
か
ら「
指

定
ご
み
袋
」価
格
改
定
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。値
上
げ
に
よ

る
ご
み
袋
の
買
い
占
め
に
よ

り
、既
に
店
舗
に
も
並
ん
で
い

な
い
状
況
だ
が
、価
格
決
定
は

何
を
根
拠
に
誰
が
ど
こ
で
設

定
し
た
の
か
、お
聞
き
す
る
。

生
活
環
境
課
長
　
業
者
よ
り
、

原
材
料
価
格
の
高
騰
で
値
上

げ
し
た
い
と
の
相
談
が
あ
り
協

議
し
、市
報
等
で
通
知
し
た
。

村
上
議
員
　
相
次
ぐ
物
価
高

騰
の
状
況
下
で
業
者
の
苦
境

も
分
か
る
が
、行
政
が
認
め
て

市
民
へ
の
負
担
を
増
や
す
こ

と
に
は
反
対
で
、業
者
へ
の
対

応
に
も
疑
問
が
あ
る
。市
は
、

指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
、手
数

料
を
取
っ
て
い
な
い
し
、関
係

す
る
条
例
が
な
い
た
め
、議
会

の
審
議
や
議
決
も
い
ら
な
い
。

市
民
か
ら
は
、市
と
業
者
が
決

め
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
だ
け

で
市
民
は
置
い
て
き
ぼ
り
。価

格
改
定
が
妥
当
か
チ
ェッ
ク
す

べ
き
市
議
会
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で

い
い
の
か
と
い
っ
た
声
が
あ

る
。市
民
目
線
で
よ
り
民
主
的

な
仕
組
み
作
り
が
必
要
だ
と

思
う
が
、議
会
へ
の
報
告
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長
　
４
月
下
旬

に
価
格
が
決
定
し
全
議
員
に

個
別
に
説
明
し
た
。

村
上
議
員
　
指
定
ご
み
袋
は
、

い
わ
ば
公
共
料
金
の
よ
う
な

も
の
。議
会
の
議
決
が
い
ら
な

い
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
し
、

市
民
代
表
が
審
議
す
る
機
会

を
ス
ル
ー
し
て
し
ま
う
現
状

に
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。値
上
げ
分
を
た
だ
価
格
に

転
嫁
す
る
の
は
問
題
で
、条
例

が
あ
れ
ば
議
会
と
し
て
の
政

治
的
判
断
も
加
わ
り
、市
民
に

は
転
嫁
せ
ず
価
格
据
え
置
き

を
す
る
議
決
は
可
能
で
は
な

い
の
か
。今
年
中
は
価
格
を
据

え
置
い
て
ほ
し
い
と
の
声
も

あ
る
。業
者
へ
の
損
失
補
填
や

値
上
げ
分
を
市
が
負
担
し
た

ら
い
い
と
思
う
が
、い
か
が

か
。

生
活
環
境
課
長
　
一
部
の
店
舗

で
は
現
在
よ
り
低
い
価
格
で
販

売
し
て
い
る
。条
例
等
を
制
定

す
る
と
価
格
が
均
一
に
な
り
、

か
え
っ
て
市
民
の
負
担
が
増
え

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、今
の

と
こ
ろ
予
定
は
な
い
。

村
上
議
員
　
手
数
料
を
取
ら

ず
今
は
安
い
か
ら
と
な
っ
て
い

る
が
、値
上
げ
す
る
こ
と
を
前

提
に
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

市
長
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

市
長
　
生
活
に
直
結
す
る
問

題
だ
が
、行
政
が
ど
こ
ま
で
関

わ
る
べ
き
な
の
か
。市
が
一
定
の

価
格
に
す
る
こ
と
は
独
占
禁
止

法
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い

か
。民
間
の
事
業
者
も
競
争
に

よ
る
価
格
設
定
を
し
て
自
由

度
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
。

我
々
が
幾
ら
と
決
め
る
の
は
厳

し
い
と
思
う
。

村
上
議
員
　
独
占
禁
止
法
の

問
題
も
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

や
は
り
業
者
と
市
だ
け
で
協

議
し
た
こ
と
、ま
た
市
側
の
裁

量
で
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が

問
題
だ
と
思
う
。ぜ
ひ
手
数
料

条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

伺
い
た
い
。

福
祉
課
長
　
現
在
、豊
前
市
で

は
、こ
の
事
業
の
受
け
皿
に
な

る
組
織
等
が
把
握
で
き
て
い
な

い
。事
業
内
容
を
確
認
し
、該

当
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う

か
、調
査
し
て
い
き
た
い
。

為
藤
議
員
　
こ
の
事
業
は
、市

役
所
か
ら
発
信
し
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
と
思
う
。各
地
域

へ
の
情
報
公
開
を
し
て
頂
き

た
い
。豊
前
市
と
し
て
の
子
育

て
施
策
を
市
民
に
分
か
り
や

す
く
す
る
た
め
に
も
、具
体
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
。少
子
化
対
策
に
つ

い
て
、各
課
に
お
尋
ね
す
る
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
訪
問

や
健
診
時
に
、母
子
の
相
談
、

悩
み
事
を
入
念
に
聞
い
て
、子

ど
も
が
す
く
す
く
育
つ
環
境
づ

く
り
、子
ど
も
を
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

う
。

福
祉
課
長
　
国
の
児
童
福
祉

法
の
改
正
や
こ
ど
も
基
本
法
の

制
定
に
伴
い
、児
童
虐
待
を
未

然
に
防
い
だ
り
、子
ど
も
と
そ

の
家
庭
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
で

い
く
と
い
っ
た
体
制
、組
織
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る

為藤　直美

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

村上　勝二

指
定
ゴ
ミ
袋
の
価
格
改
定
に
つ
い
て
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【
質
問
項
目
】

（
秋
成
英
人
議
員
） 
 

① 

豊
前
市
の
諸
問
題

（
福
井
昌
文
議
員
）

 

② 

市
政
運
営

（
平
田
精
一
議
員
）

 

③ 

豊
前
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

④ 

豊
前
市
行
政
全
般

（
黒
江
哲
文
議
員
）

 

⑤ 

豊
前
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
執
行
部
に
問
う

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑥ 

認
知
症
対
策

 

⑦ 

障
が
い
者
支
援

 

⑧ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

※

　
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の
や
り
取
り
は
、
ご
く
一
部
で
す
。

※

　
文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、「
で
す
・
ま
す
調
」
で

は
な
く
、「
だ
・
で
あ
る
調
」
に
統
一
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
事
務
局
及
び
総
務
課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

閲
覧
く
だ
さ
い
。

『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い・
な
ん
と
か
し
た
い

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

市議会会議録はこちらから

豊前市議会
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豊
前
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て

秋
成
議
員
　
観
光
協
会
の
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。観

光
協
会
は
、Ｚ
ｉ
ｇ
Ｚ
ａ
ｇ
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
指

定
管
理
事
業
等
、市
内
観
光
分

野
だ
け
で
は
な
く
、ま
ち
づ
く

り
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て

お
り
、行
政
と
の
相
乗
効
果
に

よ
り
、さ
ら
な
る
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
続
け
て
ほ

し
い
と
思
う
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、社
団
法
人
な
ど
は
、行
政

が
担
う
に
は
適
さ
な
い
問
題

な
ど
を
行
政
に
代
わ
っ
て
行

い
、柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
場

合
も
多
々
あ
り
、そ
れ
ら
に
所

属
す
る
方
々
は
、情
熱
を
持

ち
、解
決
へ
の
理
念
を
持
ち
な

が
ら
、働
い
て
く
れ
て
い
る
。

し
か
し
、そ
の
多
く
が
継
続
し

て
課
題
に
向
き
合
う
た
め
の

金
銭
的
な
問
題
を
抱
え
続
け

て
お
り
、行
政
は
自
立
を
促
す

一
方
で
、脆
弱
な
運
営
を
し
な

い
た
め
に
、ど
う
手
助
け
し
て

い
く
の
か
が
課
題
で
あ
る
。観

光
協
会
に
は
市
か
ら
１
，５
０

０
万
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、

こ
の
補
助
金
の
使
途
内
訳
は

ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
人
件
費
が

主
な
も
の
で
、そ
の
他
は
講
師

料
や
旅
費
、燃
料
費
、広
告
印

刷
費
、消
耗
品
な
ど
で
あ
る
。

秋
成
議
員
　
使
途
の
内
訳
の

多
く
が
人
件
費
で
あ
る
な
ら

ば
、市
職
員
を
出
向
し
、事
務

局
長
を
設
置
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
。こ
れ

は
、追
加
で
補
助
金
を
出
し
て

い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。誤

解
の
な
い
よ
う
に
申
し
上
げ

る
が
、市
に
と
っ
て
必
要
な
団

体
で
あ
り
、応
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、他
の
指
定
管

理
者
へ
の
公
平
性
に
欠
け
、観

光
協
会
の
本
当
の
自
立
に
は

つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。そ
こ
で
、事
務
局
長
を
市

か
ら
出
す
必
要
性
と
期
間
、収

益
を
踏
ま
え
た
指
定
管
理
料

の
見
直
し
等
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
答
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

産
業
建
設
部
長
　
昨
年
、観
光

協
会
の
事
務
局
長
が
退
任
さ

れ
、後
任
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、職
員
を

出
向
さ
せ
て
い
る
。一
刻
も
早

く
適
任
者
を
探
す
と
い
う
こ
と

は
継
続
し
て
い
る
。指
定
管
理

料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、事

務
局
長
分
の
人
件
費
を
削
減

す
る
方
向
で
、財
務
課
と
協
議

を
し
て
い
る
。

秋
成
議
員
　
市
長
も
こ
の
観

光
協
会
に
は
非
常
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、市
長
の
考
え
る

観
光
協
会
の
展
望
、ま
た
市
長

自
身
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

市
長
　
観
光
協
会
は
観
光
協

会
と
し
て
自
立
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。観
光
協
会
が
市
域
の

情
報
を
し
っ
か
り
持
っ
た
う
え

で
、自
主
財
源
と
し
て
補
助
金

を
と
れ
る
よ
う
、実
際
に
立
案

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
か

た
ち
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

秋
成
議
員
　
市
は
指
定
管
理

者
に
対
し
、真
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
れ
る
よ
う
、自
立
に
向
け

て
の
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、事
務
仕
事
が
で

き
る
人
が
い
な
い
こ
と
は
観

光
協
会
の
落
ち
度
で
あ
り
、そ

も
そ
も
対
応
で
き
る
ス
キ
ル

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、指
定
管

理
を
受
け
る
こ
と
、ま
た
指
定

管
理
を
続
け
る
こ
と
自
体
に

疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

観
光
協
会
が
独
立
し
て
人
材

を
獲
得
し
、市
職
員
の
出
向
は

す
ぐ
に
や
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

市
政
運
営
に
つ
い
て

福
井
議
員
　
市
職
員
の
人
員

配
置
に
つ
い
て
、質
問
す
る
。

戦
国
武
将
の
武
田
信
玄
が
名

言
と
し
て
残
し
た
言
葉
に
、

「
人
は
城
、人
は
石
垣
、人
は

堀
、情
け
は
味
方
、仇
は
敵
な

り
」が
あ
る
。「
立
派
な
城
が

あ
っ
て
も
人
の
力
が
な
い
と
役

に
立
た
な
い
。国
を
支
え
る
の

は
、一
番
は
人
の
力
で
あ
り
、

信
頼
で
き
る
人
の
集
ま
り
は

強
固
な
城
に
匹
敵
す
る
。情
け

は
人
の
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
、し
か
し
仇
が
多
け
れ

ば
結
局
は
国
を
亡
ぼ
す
こ
と

に
な
る
。」と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、私
も
全
く
そ
の
と
お
り

だ
と
思
う
。こ
こ
近
年
、市
役

所
職
員
の
病
気
休
職
者
、早
期

退
職
者
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。そ
の
原
因
と
し
て
、忙

し
い
部
署
の
職
員
が
疲
弊
す

る
な
ど
、人
員
配
置
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。こ
の
点
に
つ
い
て
、見
解

を
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長
　
部
署
ご
と
に
業

務
量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

こ
の
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
関
連
す
る
部
署
で
、業
務
負

担
の
増
が
非
常
に
顕
著
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

福
井
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
と

き
は
、市
役
所
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
業
務
に
当
た
っ
て
い

た
。通
常
時
に
お
い
て
も
部
や

課
の
垣
根
を
超
え
た
応
援
体

制
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、業
務
の
平
準
化
を

図
る
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
こ
れ
ま
で
も
業

務
負
担
の
平
準
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、そ
れ
を
継
続
し

つ
つ
、適
正
な
人
員
確
保
や
効

率
的
な
組
織
編
成
を
図
る
こ

と
で
、働
き
や
す
い
職
場
の
実

現
を
目
指
し
た
い
。

福
井
議
員
　
状
況
を
よ
く
吟

味
し
て
、今
後
の
業
務
負
担
軽

減
の
対
策
を
お
願
い
し
た
い

と
思
う
が
、市
長
、一
言
。

市
長
　
職
員
一
人
一
人
が
健
康

で
自
分
の
使
命
を
し
っ
か
り
果

た
そ
う
と
い
う
気
持
ち
を
失

わ
な
い
よ
う
に
、職
員
の
立
場

に
立
ち
な
が
ら
解
決
し
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
、改
善
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

福
井
議
員
　
働
き
や
す
い
環

境
に
す
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
。次
に
、複
数
の
職
員
が
外

部
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、日

頃
よ
り
職
員
は
限
ら
れ
た
人

員
で
通
常
業
務
を
遂
行
し
て

お
り
、感
染
症
ま
ん
延
や
自
然

災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
は
、現
状
の
体
制

で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
。義

務
的
な
派
遣
も
あ
る
と
思
う

が
、市
役
所
と
い
う
本
丸
を
守

る
た
め
に
も
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、極

力
派
遣
職
員
を
減
ら
し
、市
役

所
内
部
の
体
制
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、執
行

部
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

総
務
課
長
　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
採
用
や
民
間
活
力
の

導
入
も
踏
ま
え
て
、災
害
や
緊

急
的
な
事
業
へ
の
対
応
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う
、し
っ
か
り
と

体
制
は
構
築
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

福
井
議
員
　
市
民
あ
っ
て
の

豊
前
市
で
は
あ
る
が
、業
務
遂

行
し
て
い
る
の
は
職
員
で
あ

る
。職
員
が
い
な
け
れ
ば
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で
き
な
い
。

豊
前
市
と
い
う
城
を
守
る
た

め
、よ
り
適
正
な
人
員
配
置
、

柔
軟
な
体
制
づ
く
り
を
お
願

い
す
る
。
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平
田
議
員
　
買
い
物
弱
者
対

策
と
し
て
、移
動
販
売
車
を
平

成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
が
、少
子
高
齢
化
が
進
み
65

歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
、免

許
返
納
に
よ
る
買
い
物
弱
者

が
増
加
す
る
こ
と
が
目
に
見

え
て
い
る
。徐
々
に
利
用
者
も

増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、販
売

場
所
に
よ
っ
て
利
用
率
が
違

う
理
由
は
分
か
る
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
市
で

は
現
在
６
カ
所
、グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
が
高
齢
者
生
活
支
援

事
業
と
し
て
買
い
物
が
不
便

な
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

他
の
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
や
見
守
り
な

ど
も
兼
ね
て
い
る
。利
用
の
検

証
は
し
て
い
な
い
が
、三
毛
門

地
域
の
利
用
人
数
が
多
く
、家

の
数
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

平
田
議
員
　
今
後
、移
動
販
売

を
す
る
上
で
企
業
も
実
績
を

伸
ば
し
て
行
か
な
い
と
、い
つ

ま
で
や
っ
て
く
れ
る
か
分
か

ら
な
い
。販
売
場
所
を
増
や
す

予
定
が
あ
る
の
か
、お
聞
き
す

る
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
今
の

６
カ
所
で
の
販
売
体
制
が
ギ

リ
ギ
リ
で
あ
る
。今
後
、利
用

者
が
増
え
売
り
上
げ
も
増
え

て
い
け
ば
可
能
に
な
る
と
思

う
。

平
田
議
員
　
次
に
、新
型
コ
ロ

ナ
の
予
算
に
よ
る
軽
ト
ラ
で

の
移
動
販
売
に
つ
い
て
ど
う

い
う
目
的
で
導
入
し
た
の
か
、

お
聞
き
す
る
。

商
工
観
光
課
長
　
高
齢
者
や

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
事
業

者
の
支
援
と
買
い
物
弱
者
へ
の

支
援
を
趣
旨
に
、国
の
臨
時
交

付
金
を
財
源
と
し
て
豊
前
市

移
動
ス
ー
パ
ー
等
支
援
事
業

補
助
金
を
交
付
し
た
。２
社
が

手
挙
げ
を
し
て
営
業
を
行
っ
て

い
る
。

平
田
議
員
　
合
河
地
区
の
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
中
で
、買

い
物
弱
者
支
援
と
し
て
販
売

場
所
を
広
げ
て
、防
災
無
線
で

周
知
し
た
が
な
か
な
か
お
客

さ
ん
が
来
な
か
っ
た
。品
揃
え

は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
大
手
に

は
か
な
わ
な
い
と
思
う
が
、こ

の
２
社
に
継
続
し
て
も
ら
う

た
め
に
、お
弁
当
の
配
達
な
ど

お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
販
売
方
法
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、い
か
が

か
。

商
工
観
光
課
長
　
経
営
も
赤

字
が
多
い
と
聞
く
。個
別
で
配

達
す
る
方
法
や
ニ
ー
ズ
の
あ
る

お
弁
当
な
ど
を
中
心
に
事
業

を
展
開
し
て
い
く
よ
う
に
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。市

も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

市
長
　
本
当
に
買
い
物
に
困
っ

て
い
る
方
々
を
ど
う
支
え
て
い

く
の
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。そ
の
中
で
移
動
ス
ー
パ
ー

の
事
業
に
大
変
苦
し
ん
で
い
る

状
況
を
ど
う
打
開
し
て
い
く
の

か
、い
ろ
ん
な
知
恵
を
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。デ

ジ
タ
ル
化
が
進
み
、店
舗
の
中

を
映
し
て
、家
に
居
な
が
ら
商

品
を
注
文
で
き
る
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
い
工
夫
し
な
が

ら
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

豊
前
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

豊
前
市
行
政
全
般
に
つ
い
て

内
丸
議
員
　
ハ
レ
ノ
ヒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
伺
う
。高

校
生
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
駅
前
交
流
施
設
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｎ
を
開
設
し
た
が
、高
校
生

へ
の
聞
き
取
り
や
相
談
、会
議

へ
の
参
加
な
ど
、高
校
生
の
考

え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
し

た
か
。

商
工
観
光
課
長
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
と
き
に
、青
豊
高

校
２
年
生
を
対
象
に
、京
築
未

来
探
究
と
い
う
出
前
授
業
を

始
め
た
。こ
の
議
題
の
中
に
、駅

前
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ

い
て
高
校
生
と
意
見
交
換
を

行
う
も
の
が
あ
る
。去
年
は
Ｐ

Ｒ
動
画
作
成
な
ど
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
３
回
行
っ
た
。

内
丸
議
員
　
今
後
は
、高
校
生

を
は
じ
め
市
民
に
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｎ
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
し
て
足
を
運
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
課
題
と
な
る
。多
額
の

費
用
を
使
い
開
設
し
た
施
設

な
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
々
か

ら
意
見
を
聞
き
、人
が
集
ま
り

賑
や
か
な
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
と
な

る
よ
う
対
策
を
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。次
に
、個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
一
環
と
し
て
、市
役
所
を

は
じ
め
公
共
施
設
や
様
々
な

施
設
で
手
指
消
毒・検
温
が
で

き
る
よ
う
ア
ル
コ
ー
ル
の
設

置
や
非
接
触
型
の
体
温
計
が

導
入
さ
れ
た
が
、こ
と
し
５
月

か
ら
感
染
症
法
上
の
取
扱
い

が
変
更
さ
れ
た
た
め
、使
わ
れ

な
く
な
っ
た
顔
認
識
体
温
計

が
転
売
さ
れ
、中
に
残
っ
て
い

た
顔
画
像
の
デ
ー
タ
が
流
出

す
る
問
題
が
、発
生
し
て
い

る
。豊
前
市
に
は
、個
人
情
報

が
残
る
よ
う
な
体
温
計
は
あ

る
か
。あ
る
の
で
あ
れ
ば
保
有

数
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
現
在
30
台
ほ
ど

保
有
し
て
い
る
。顔
登
録
機
能

を
有
し
て
い
る
も
の
が
大
半
で

あ
る
が
、い
ず
れ
も
そ
の
機
能

を
運
用
開
始
当
初
か
ら
使
っ
て

い
な
い
た
め
、個
人
情
報
と
し

て
残
さ
れ
て
い
な
い
。

内
丸
議
員
　
顔
認
識
体
温
計

の
デ
ー
タ
の
管
理
や
デ
ー
タ

の
流
出
防
止
策
な
ど
、対
策
し

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
長
　
検

温
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
に
顔
認
証
の
画
像
を

保
存
す
る
タ
イ
プ
を
使
用
し
て

お
り
、Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
差
し
込

む
よ
う
な
運
用
は
し
て
い
な
い

た
め
、カ
メ
ラ
の
中
に
顔
画
像

を
含
む
個
人
デ
ー
タ
が
保
存

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

内
丸
議
員
　
コ
ロ
ナ
収
束
後
、

顔
認
識
体
温
計
な
ど
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
る
予
定
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
長
　
技

術
的
に
は
、ま
ず
機
能
と
し
て

使
わ
な
い
と
い
う
ほ
か
に
、行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際

に
、利
用
さ
れ
る
個
人
情
報
に

つ
い
て
ど
う
い
っ
た
も
の
を
収

集
す
る
の
か
、必
要
に
応
じ
て

十
分
な
事
前
告
知
を
行
う
な

ど
、運
用
面
に
お
け
る
配
慮
を

徹
底
す
る
。

内
丸
議
員
　
体
温
計
で
情
報

が
流
出
す
る
と
い
う
こ
と
が

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、処
分

す
る
と
き
ま
で
、し
っ
か
り
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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黒
江
議
員
　
豊
前
市
の
現
状

を
把
握
し
、豊
前
市
の
目
指
し

て
い
る
将
来
の
姿
を
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
の
か
。そ
の

現
状
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
、質
問
し
て
い
き
た
い
。

第
６
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
基

に
基
本
目
標
が
あ
る
わ
け
だ

が
、こ
の
計
画
へ
の
市
長
の
根

本
的
な
考
え
方
を
尋
ね
る
。

市
長
　
自
分
の
ま
ち
を
自
分
で

も
参
加
を
し
な
が
ら
自
分
の
で

き
る
範
囲
は
自
分
で
や
ろ
う
と

い
う
、市
民
協
働
の
ま
ち
を

我
々
が
呼
び
掛
け
、働
き
掛
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
ま
で

は
、総
合
計
画
を
憲
法
と
し
て

き
た
が
、外
圧
や
自
然
災
害
で

変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。１
回
決

め
た
ら
絶
対
変
え
な
い
の
で
は

な
く
、柔
軟
に
変
え
て
い
く
。そ

う
い
う
体
質
の
役
所
に
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

黒
江
議
員
　
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
、官
民
一
体
の
連
携

を
し
て
い
か
な
い
と
、自
治
体

の
維
持
も
厳
し
い
。そ
こ
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
重
要

な
の
が
、庁
内
に
は
生
涯
現
役

事
業
を
は
じ
め
、様
々
な
官
民

連
携
の
事
業
が
あ
る
。そ
の
各

事
業
ご
と
、長
期
的
、短
期
的

な
計
画
か
、予
算
を
何
処
に
特

化
す
る
の
か
、全
て
の
事
業
を

拾
い
上
げ
豊
前
市
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
、上
層
部
か
ら

担
当
職
員
、市
民
へ
と
理
解
を

求
め
る
事
が
重
要
だ
と
考
え

る
。そ
こ
で
、観
光
協
会
は
理

想
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
と

思
う
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
発
足
間
も
な
く
、独
り

立
ち
で
き
て
い
な
い
観
光
協
会

を
放
っ
た
ら
か
し
に
し
な
い
た

め
、助
走
の
と
き
に
は
、一
定
期

間
は
伴
走
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。こ
の
１
０
年
、２
０
年

は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
も

急
速
で
、国
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
事
業
展
開
を
し
、補
助
金

を
付
け
、県
も
サ
ポ
ー
ト
す
る

補
助
制
度
を
持
っ
て
い
る
。

我
々
の
中
に
も
こ
の
流
れ
を
熟

知
す
る
人
材
を
育
成
し
な
け

れ
ば
、自
分
た
ち
の
も
の
に
取

り
込
め
な
い
。将
来
的
に
は
、観

光
係
が
行
っ
て
い
る
祭
り
の
準

備
な
ど
を
観
光
協
会
に
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
く

ら
い
で
あ
る
。

黒
江
議
員
　
観
光
協
会
は
、高

度
な
事
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
頑
張
っ
て
い
る
。私
の
考
え

は
、官
民
共
同
の
政
策
を
打
ち

出
す
な
ら
、行
政
が
補
助
金
の

確
保
を
す
る
だ
け
で
、あ
と
は

民
間
に
丸
投
げ
す
る
と
い
う

の
は
、協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
な
い
と
思
う
。や
は
り
、成

果
が
出
る
ま
で
職
員
も
責
任

を
持
っ
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。

観
光
と
い
え
ば
、歴
史
、文
化
、

食
、自
然
、そ
れ
ら
に
関
わ
る

各
種
団
体
が
あ
り
、こ
れ
ら
全

て
を
観
光
協
会
に
担
わ
せ
る

こ
と
は
、厳
し
い
と
思
う
。豊

前
市
長
の
政
策
と
し
て
、観
光

ビ
ジ
ョ
ン
を
政
策
と
し
て
打

ち
出
し
、こ
こ
は
会
議
所
、こ

こ
は
団
体
や
地
域
と
掲
げ
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。豊

前
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に

質
問
し
た
が
、豊
前
市
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
必
要
で
は

な
い
か
と
い
う
私
の
思
い
で

あ
る
。ぜ
ひ
市
長
、市
民
が
納

得
い
く
市
民
目
線
で
対
応
で

き
る
よ
う
な
、日
本
一
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
く
ら
い
の

テ
ー
マ
を
持
っ
て
、取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

豊
前
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
執
行
部
に
問
う

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

鎌
田
議
員
　
日
本
の
認
知
症

高
齢
者
の
数
は
、２
０
１
２
年

の
時
点
で
約
４
６
２
万
人
、２

０
２
５
年
に
は
、約
７
０
０
万

人
に
増
加
し
、65
歳
以
上
の
５

人
に
１
人
に
達
す
る
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。国
は
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重

さ
れ
、で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
の
良
い
環
境
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

に
定
め
た
。豊
前
市
も
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
思
う
が
、現
在

の
取
り
組
み
、こ
れ
か
ら
の
対

策
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
市
で

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
関
係
機
関
と
連

携
し
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。ま
た
高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、豊

前
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

を
策
定
し
、事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。今
後
も
認
知
症
対
策

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

鎌
田
議
員
　
い
ろ
ん
な
工
夫

を
し
な
が
ら
、各
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
。先
進
自
治
体

を
参
考
に
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。そ
れ
か
ら
、認
知

症
の
人
の
介
護
者
へ
の
支
援

と
い
う
こ
と
で
、何
か
市
で
施

策
を
講
じ
て
い
る
も
の
が
あ

れ
ば
聞
き
た
い
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
介
護

者
に
対
し
て
の
支
援
と
し
て

は
、相
談
窓
口
の
充
実
や
特
定

健
診
、特
定
保
健
指
導
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

鎌
田
議
員
　
次
に
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
居
宅
訪
問
や

家
族
向
け
の
介
護
教
室
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、見
守
り
隊

や
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
介

護
教
室
の
開
催
を
推
進
す
る

の
は
ど
う
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
地
域

づ
く
り
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
力
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た

方
が
地
域
で
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

鎌
田
議
員
　
認
知
症
は
、も
は

や
個
人
の
問
題
で
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。医
療
的
側

面
か
ら
も
認
知
症
診
断
助
成

制
度
と
い
っ
た
支
援
が
あ
る

が
、こ
う
い
っ
た
こ
と
も
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

健
康
長
寿
推
進
課
長
　
市
で

は
各
種
健
診
や
教
室
を
行
っ
て

お
り
、そ
の
中
で
物
忘
れ
相
談

な
ど
の
様
々
な
相
談
を
受
け
て

い
る
。

鎌
田
議
員
　
認
知
症
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、質

問
・
提
案
を
し
た
が
、認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
見
守

り
支
援
な
ど
、住
民
の
参
加
を

促
進
す
る
工
夫
が
必
要
だ
と

思
う
。そ
の
た
め
、認
知
症
支

援
に
関
す
る
周
知
な
ど
、参
加

者
の
掘
り
起
し
や
、地
域
づ
く

り
協
議
会
な
ど
で
認
知
症・高

齢
者
等
の
日
常
生
活
の
支
援
、

ま
た
地
域
住
民
が
認
知
症
の

支
援
に
継
続
し
て
参
加
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
が
今
か
ら

大
事
に
な
っ
て
く
る
。そ
し
て

保
健
事
業
や
検
査
助
成
事
業

と
い
っ
た
き
め
の
細
か
な
対

策
も
お
願
い
し
た
い
。最
後
に

認
知
症
対
策
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、市
長
に
聞
き
た

い
。

市
長
　
認
知
症
対
策
は
、予
防

す
る
体
制
が
一
番
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の

体
調
に
つ
い
て
、一
人
一
人
が
気

づ
く
こ
と
、そ
し
て
一
人
一
人
が

動
く
こ
と
、こ
の
こ
と
が
良
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。市
役

所
だ
け
で
は
な
く
市
民
全
体
で

こ
れ
を
支
え
ら
れ
る
、そ
ん
な

豊
前
市
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。



　福井昌文議員（議員１５年表彰）、岡本清靖
議員（議員１５年表彰）が、令和５年６月１４
日に東京で開催された第９９回全国市議会
議長会定期総会において、市政振興に尽くさ
れた功績が認められ、表彰されました。

政治家の寄附の禁止（公職選挙法第199条の2第1項、第2項）

豊前市議会は、初盆参り等については、法令遵守をいたします。

全国市議会議長会表彰

議会議事務局からのお知らせ

福井昌文 議員
（15年表彰）

岡本清靖 議員
（15年表彰）

　市議会議員として4年目を迎えた今年の3月、私の住む地域の小学校と中
学校の卒業式がありました。続く4月の同小・中学校の入学式案内も受け、
初めての参加となりました。
　コロナ禍のこの3年間、子どもたちはどうだったのか。全学休校から始まり、
修学旅行などの諸行事も中止。消毒、マスク生活、給食は黙食、オンライン授
業の開始などコロナ対策最優先の学校生活。
　そんな中で学業に、スポーツに励み、友情を育んできたという中学校卒業
生あいさつに感動、そして未来への旅立ちにエールを送りました。
　小・中学校再編で、地域から小学校も中学校もなくなろうとしている現実。
地域が直面する課題とコミュニティの在り方も問われています。
　豊前市全体の一大事業であり、市民の理解と納得なしには進まない。

村上　勝二

編集後記
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　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
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豊前市議会

市議会の様子を知る最もよい方法です。
みなさんの傍聴をお待ちしています。
また、本会議については、インターネット中継
をしております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

12

9月です
次回の定例市議会は

選挙の有無にかかわらず、政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすること（政党その他の
政治団体や親族に対するもの及び政治教育集会に関する必要やむを得ない実費の補償は除か
れます。）は、その時期や名義のいかんを問わず禁止されており、次のものを除きすべて罰則の対
象になります。

1.政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀
2.政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における香典

上記の場合であっても、選挙に関してなされた場合や通常一般の社交の程度を越えている場合
は処罰されます。なお、政治家以外の者が、政治家名義の寄附をすることも罰則をもって禁止さ
れています。


